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庄内能楽館公式 LINLINEE にてお申込みください

主催 / 公益財団法人庄内能楽館

後援 / 酒田市　酒田市教育委員会

         山形新聞・山形放送　荘内日報社

　　　朝日新聞山形総局　毎日新聞山形支局　

　　　河北新報社　読売新聞山形支局

　　　酒田エフエム放送　山形テレビ

　　　テレビユー山形　さくらんぼテレビ

　　　コミュニティ新聞社　酒田商工会議所

　　　(公社)酒田法人会　酒田青年会議所

　　　小松写真印刷

庄内能楽館公益財団法人

〒998-0074 　

   山形県酒田市浜松町 1-5

e-mail：������������������������������

お電話・メールでもお申込みできます
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一一般　　　　3,00般　　　　3,0000 円 円 

中・高校生　1,00中・高校生　1,0000 円円

小学生以下小学生以下

一一般　　　　3,00般　　　　3,0000 円 円 

中・高校生　1,00中・高校生　1,0000 円円

小学生以下小学生以下

※ 第一部は鑑賞無料です。第二部からチケットが必要です

※ 酒田市芸術文化協会協賛者証では入場できません

11111111

日日日日

月月月月

14141414

((

土土))
((

土土))

令
和
令
和
８８
年年

令
和
令
和
８８
年年

狂
言
狂
言
狂
言
狂
言

中
村　

修
一

中
村　

修
一

「
昆
布
売
」

「
昆
布
売
」
シ
テ
シ
テ

能能能能

「
橋
弁
慶
」

「
橋
弁
慶
」

宝
生　

和
英

宝
生　

和
英  

寳
生　

知
永

寳
生　

知
永

子
方
子
方

シ
テ
シ
テ

1212

開
場
開
場
開
場
開
場

時時

分分

4545

開
場
開
場

時時

分分

1616

4545

終
了
終
了

時時

分
頃
分
頃

1919

0000

第
二
部

第
二
部

庄
内
能
楽
館

庄
内
能
楽
館

庄
内
能
楽
館

庄
内
能
楽
館

第
一
部

第
一
部

宝
生
流
宗
家
親
子
共
演

宝
生
流
宗
家
親
子
共
演

チケット取り扱い・お問い合わせ先

開
演
開
演

時時

分分

1717

0000

1313

開
演
開
演

時時

分分

0000

謡
曲
仕
舞
・
狂
言
教
室
合
同
発
表
会

謡
曲
仕
舞
・
狂
言
教
室
合
同
発
表
会

芸
術
祭
参
加

芸
術
祭
参
加

芸
術
祭
参
加

芸
術
祭
参
加

無料無料無料無料



寳生　知永（ほうしょう　ともはる）

橋弁慶
はしべんけい

昆布売
こぶうり

狂狂
言言
・・
能能
鑑鑑
賞賞

能能

橋
弁
慶

宝
生

和
英

後
見

地
謡

鶴
田

航
己

狂狂

言言

昆
布
売

鶴
田

航
己

辰
巳
大
二
郎

岩
上

昂
平

佃

良
太
郎

鳥
山

直
也

小
鼓

大
鼓

笛

武
蔵
坊
弁
慶

間

受受
講講
生生
発発
表表

昆
布
売

解解
説説

大
名

中
村

修
一

辰
巳
大
二
郎

中
村

修
一

破
石

晋
照

岡

聡
史

所
の
者

第
一
部

第
二
部

仕仕

舞舞

船船

弁弁

慶慶

熊熊

坂坂

地
謡

渡
邊

隆
士

當
山

淳
司

初初
心心
者者
のの
為為
のの
能能
楽楽
入入
門門
講講
座座

1111
月月
1144
日日
㈯㈯

庄庄
内内
能能
楽楽
館館

一一
部部
発発
表表
会会
1133
時時
開開
演演

二二
部部
鑑鑑
賞賞
1177
時時
開開
演演

終
演
19
時
頃

渡
邊

隆
士

當
山

淳
司

辰
巳
大
二
郎

岩
上

昂
平

寺
田
林
太
郎

寶
生

知
永

牛
若
丸

キ
リ

後
見

岡

聡
史

従
者

田
崎

甫

比叡山の僧武蔵坊弁慶は、祈願のため五条の天神に参詣をしようと思っていたところ、従者から、五条の橋に化け物のような

人斬りが出るので止めるよう進言されます。

一度は思いとどまった弁慶ですが、怪しい人斬りを退治することを決意し、夜になるのを待ちます。

弁慶が五条の橋へ行くと、牛若丸が女装して待ち構えていました。女だからとやり過ごそうとする弁慶に牛若が斬りかかります。

弁慶は長刀を振るって応戦しますが、身軽な牛若丸に翻弄されます。

ついに降参した弁慶が身の上を問えば、牛若は身分を明かし、二人は主従の誓いを行い一緒に九条の牛若丸の御所へ帰りました。

宝生　和英（ほうしょう　かずふさ）

日本能楽会員（重要無形文化財保持者総合認定）。1986年東京生まれ。父、第19世宗家宝生英照に師事。

宝生流能楽師佐野萌、今井泰男、三川泉の薫陶を受ける。1991年 能「西王母」子方にて初舞台。

2008年に宝生流 20代宗家を継承。これまでに「鷺」「乱」「石橋」「道成寺」「翁」、一子相伝曲「弱法師 双調之舞」

「安宅 延年之舞」「朝長 懺法」を披く。復曲、新作も多く手掛ける。

海外ではイタリア、香港、UAE を中心に文化交流事業を手がける。2008年　東京藝術大学アカンサス音楽賞受賞。

2017年　日本バチカン国交75周年ではカンチェレリア宮殿にて「翁」「復活のキリスト」を上演。

2019年　第40回松尾芸能賞新人賞受賞。2022年に日本オマーン国交50周年ではロイヤルオペラハウスにて「石橋」を

上演。2023年ミラノ大学客員教授に就任。2024年にアゼルバイジャンにおいて初の能楽公演「小鍛冶」に出演。

2024年 Disney+ 配信のドラマ「SHOGUN 将軍」では劇中能の監修・制作を行う。

2024年週刊少年サンデー新連載マンガ「シテの花　- 能楽師・葉賀琥太朗の咲き方 -」を監修。

1989年京都府出身。野村万作に師事。能楽協会会員。1998年入門、2000年「業平餅」稚児役で初舞台。

慶応義塾大学法学部卒業。9歳で入門後、「魚説法」「太鼓負」等に出演。

2016年「三番叟」「奈須与市語」、2020年「釣狐」を披く。

2023年、脚本を手がけた新作狂言「桃太郎」を上演。

松尾塾伝統芸能、庄内能楽館の狂言教室を指導。静岡大学非常勤講師。

中村　修一（なかむら　しゅういち）

2017年生まれ。シテ方宝生流　宝生和英の長男。

2022年「国栖白頭」子方で初舞台、2024年「祝言岩船」にて初シテを勤める。

供を連れずに出かけた大名は、たまたま通りかかった若狭の小浜の召し（献上）の昆布を売る男を脅し、太刀を持たせて供とする。

始めはしぶしぶ従っていた昆布売りだが、大名が油断した隙に太刀を抜き、逆に脅された大名が昆布を売ることになる。

物など売ったことのない大名は、昆布売りにさまざまな注文をつけられ…。

昆布売りが太刀を抜くことで強いはずの大名より優位に立つという、中世の下克上の世相を反映した立場の逆転が笑いを誘う狂言です。

また昆布の売り声には、浄瑠璃節や踊り節など中世の流行歌謡が取り入れられています。



